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研究成果の概要（和文）：本研究は、写真を介して研究者と実践者が対話することで、子どもの経験を描き出す
ための新たな質的研究方法論、フォト・エスノグラフィーの開発を試みたものである。保育者の環境構成や、保
育施設に設置される物的環境を中心に、日本の文化的特徴を映し出した写真や、海外の文化的特徴を映し出した
写真収集するとともに、それらをを用いて、研究者と実践者と対話することで、日本の暗黙的価値や文化的慣習
に関する保育者の実践知を導出した。

研究成果の概要（英文）：This study attempts to develop a new qualitative research methodology, 
photo-ethnography, to portray children's experiences through a dialogue between the researcher and 
practitioner through photography.I derived early childhood teachers' practical knowledge of Japanese
 implicit values and cultural practices through a dialogue with practitioners using photographs that
 reflect Japanese cultural characteristics and those of foreign cultures.

研究分野： 幼児教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
（１）保育者の環境構成や保育施設に設置される物的環境の写真を介して研究者と保育者が対話することで、普
段私たちがあまり意識しないような、日本の幼児教育の中に潜在する価値観や習慣などを浮き彫りにした。
（２）写真を介した研究者と保育者が対話し、そこで生成されたナラティヴを分析することで、フォト・エスノ
グラフィーという新たな質的研究方法論を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 写真は今日、いつでもどこでも手軽に撮影できる。こうした状況は、私たちに「新たな日常」

をもたらした。それは、あたかもノートを取るように写真を撮り、カメラのシャッターを押すこ

とよりも、大量の静止画を収集し、管理・編集することへと行為の重心を移行させたことである

（岩谷 2015）。 
保育を営む実践者にとっても写真は、身近な記録媒体となっている。デジタルカメラで収集し

たデータは、一枚の写真にテキストを付すことで、子どもの経験を物語ることもできれば、複数

の写真を配列することで、子どもの経験のプロセスを表現することもできる。文字記録のフィー

ルドノーツと同様、収集された写真データもまた、研究者がエスノグラフィックな方法論を用い

て分析・解釈し、背景や文脈を考慮しながら何らかの論理を介在させることで秩序を与えること

を可能にする（岩谷 2015）。さらに、対話を引き起こすキュー（cue）として写真を位置付けるこ

とで、暗黙的な知識や活動の背景に即したナラティヴを生み出すこともできる（福島 2001; 岩谷 

2016）。 

このように写真は、記録や表現の手段、現象を読み解くデータ、他者との対話の媒介などの機

能を有しており、多声（異なる見方）を重ね、相互主観的解釈を紡ぎながら、保育実践における

子どもの経験を「厚い記述」（Geertz 1973）で描き出す可能性を有する。それにもかかわらず、研

究者と実践者の対話を引き起こし、ナラティヴを生み出すツールとしての写真の可能性につい

ては、これまで検討されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、デジタルカメラで収集した写真データを介して研究者と実践者が対話し、

相互に解釈することを通して、子どもの経験を描き出すための、新たな質的研究方法論とし

てフォト・エスノグラフィーを開発し、その可能性と課題を検討することである。 
 研究者と実践者が協働で文脈を考慮し現象を理解するという取り組みは、むしろ写真だ

からこそ可能となるにもかかわらず、その方法論は未開拓のままであった。したがって新た

な質的研究方法論としてのフォト・エスノグラフィーの開発は、研究者にとっても実践者に

とっても省察的に検討するためのツールとなることが期待できる。 
 
３．研究の方法 
 広島県の M 幼稚園、S 保育園、東京都の K 保育園において、写真を介して研究者と実践

者が対話を重ね、相互主観的解釈を紡ぎ出すことで、子どもの経験の描出を試みた。同様に、

米国、台湾、香港の実践者とも、写真を介して対話した。対話を通して生み出されたナラテ

ィヴは、すべて逐語録化し、フォト・エスノグラフィーを開発するための検討材料として分

析した。 
 
４．研究成果 

＜研究成果１＞ 

［問題と目的］：Tobin（1989）が開発した Multi-vocal Visual Ethnography は、映像を刺

激媒体（cue）として保育者の多声的な語りを引き出す画期的な研究方法論であった。これ

によって研究者は、保育者の暗黙的な実践的知識を諸側面から捉えることができる。これに

刺激を受けた筆者は、子どもの経験を記録した写真を刺激媒体（cue）とすることで、保育

者の暗黙的な実践的知識を捉えることを試みた。本研究の目的は、保育者の多声的な語りを

引き出すツールとしての写真を検討することで、研究方法論としてのフォト・エスノグラフ

ィーの可能性を考察することである。 



［対象と方法］：次の手順を実施した。（a）日米の保育施設を対象に、それぞれの国で特

徴的な保育環境とそれをめぐる子どもの経験に関する写真を用いて、小規模のフォト・エス

ノグラフィーを作成した。具体的には、米国の保育施設で特徴的な室内環境としてのラグ

（カーペット）、日本の保育施設で特徴的な戸外環境としての園庭（土の地面）に注目した。

（b）作成したフォト・エスノグラフィーを介して、日本の保育者（5 名）と対話した。（c）
対話を通して生み出されたナラティヴをもとに、保育者の多声的な語りを引き出すツール

としての写真について検討した。 
［結果と考察］：第一に、Tobin, Hsueh & Karasawa（2009）は、映像を媒介とした保育

者の多声的な語りには、その国の社会・文化的習慣、価値観、行動様式が映し出されること

を明らかにした。この点において本研究は、写真をツールとする場合も映像と同様に、その

国の社会・文化的習慣を映し出す語りが誘発されることが明らかになった。例えば、米国の

ラグをめぐる子どもの経験に関する写真をみた日本の保育者は、子どもが靴を履いて遊ん

でいることに注目して次のように語っており、米国の保育環境に対して違和感を感じてい

た。こうした異文化の状況に対する違和感は、日本の保育者が有する文化的価値観を反映し

ていると捉えることができる。 
 第二に、その一方で、Tobin, Hsueh & Karasawa（2009）が明らかにした、その国の社

会・文化的習慣、価値観、行動様式を映し出す保育者の語りは、例えば、子ども同士の喧嘩

をめぐる保育者のかかわりなど、その多くは一定時間において展開される動的な状況とし

ての出来事（事象）から誘発されていた。それに対して、本研究における保育者の語りは、

室内環境としてのラグや戸外環境としての園庭（土の地面）など、静的（安定的）な状況と

しての保育環境、しかも数枚程度の限られた写真から誘発されたものであり、映像と比較す

ると明らかに情報量が少ない。そうした中、例えば、以下のように保育者は、園庭（土の地

面）特有の遊びの広がりについて例示しているが、こうした語りは、むしろ静的（安定的）

な状況を捉え、情報量が少ないことで保育者の実践的知識が想起されたように思われる。 
 以上のように、ヴィジュアル・エスノグラフィーが保育者と子どもの相互作用の背後に潜

在する行為の意味に関する保育者の実践的知識を引き出すのに有益であるのに対して、研

究方法論としてのフォト・エスノグラフィーの場合、素地となる保育環境の背後に潜在する

意味や働きに関する保育者の実践的知識を引き出すのに有益であると考えられる。 
 

＜研究成果２＞ 

［問題と目的］：保育の営みは、社会や文化によってつくり出される習慣、価値観、行動様式な

どの影響を知らず知らずのうちに受けている（e.g.Tobin et al 2009）。Tobin（1989）は、保育場面

の映像を刺激媒体（cue）として保育者の多声を収集することで、保育実践の文化的意味を探り

出した。彼が開発した Multi-vocal Visual Ethnography において映像は、保育者の感情を喚起し、

多様な意見を引き出す上で有効に機能した。本研究の目的は、Tobin（1989）の手法を援用し、写

真を刺激媒体（cue）と位置付けることで、（1）社会・文化的意味を映し出す保育実践の一端を

探り出すことを試みる。（2）（1）の知見に基づき、写真を媒介として保育者の多声を収集する研

究方法について、映像とは異なる特徴的な知見の導出を試みる。 

［対象と方法］：（a）日本と米国の保育実践を対象にフィールドワークを実施し、小規模

のフォト・エスノグラフィーを作成した。具体的には、日米それぞれの保育施設で特徴的な

保育環境とそれをめぐる子どもの経験に関する写真を収集した。（b）作成した小規模のフ

ォト・エスノグラフィーについて、米国の保育者 6 名、日本の保育者 5 名と対話した。（c）



対話の記録を逐語録化した（米国の保育者の語りについては、逐語録化（英語）したものを

日本語翻訳した）。（d）逐語録の中から、日米の保育者の疑問や違和感が表出していると

判断される箇所を抽出して検討した。（e）分析結果をもとに、日米の保育者がまるで対話

しているかのような多声的なテクストの生成を試みた。 

［結果と考察］：写真を媒介として保育者の多声を収集する研究方法の特徴について、とり

わけ写真の特質として、「静的（安定的）な状況であること」「繰り返し発生する場面や状

況であること」「一枚の画で完結していること」「一瞬だけを切り取って、その瞬間にスト

ーリーをもたせることができること」「見る側が想像を膨らませることができること」「見

るのに時間がかからないため、見る側は、瞬間のインスピレーションを働かせることができ

ること」「動画よりも表現が抽象的であること」が明らかになった。 
 以上から、第一に、映像は、動的な出来事（事象）の記録や、一定時間の様子の記録を収める

のに適しているのに対して、写真は、静的（安定的）な状況の記録や、繰り返し発生する場面や

状況の記録を収めるのに適していると言える。第二に、映像は、保育者と子どもの相互作用の様

子を映像に収めることで，行為の意味に関する保育者の実践的知識を捉えることができるのに

対して、写真は、素地となる保育環境の様子を写真に収めることで，その意味や働きに関する保

育者の実践的知識を捉えることができると言える。 

 写真を媒介として保育者の多声を収集することで、素地となる保育環境が社会・文化的習慣、

価値観、行動様式の影響を知らず知らずのうちに受けていることを明らかにすることができる。 

 保育実践における子どもの経験とは、子どもが対象世界とかかわり、意味を構成し、他者

との関係を紡ぎ上げるような「意味と人の関係性の編み直し」の活動であることから（佐藤 

1995）、到達目標や成果指標など学齢期以降の評価尺度を用いて捉えることは難しい。こう

した子どもの経験の豊かさを描き出すための一つの方法として、研究者と実践者が対話し、

研究者が感じる部外者（outsider）の視点と実践者が感じる部内者（insider）の視点の両方を

響き合わせながら、省察的に検討することが考えられるのではないだろうか。 

 本研究において筆者は、この点を最重要課題とし、新たな質的研究方法論としてのフォ

ト・エスノグラフィーの開発を試みた。写真は映像と異なり、短時間のエピソードや瞬間の

出来事の記録に優れるとともに、保育の中で生じたとりとめもない、しかし実践者の心が揺

さぶられたような場面を記録することができる。写真は、研究者と実践者の双方にとって、

子どもの経験を記録する道具であるとともに、そこで撮影された写真データは、両者が相互

に子どもの経験を読み解き、表現し、対話するツールとして機能することが明らかにされた。 
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